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「いのちをつなぐ未来館(釜石市)」に「津波の仕組み学習システム」を展示 
～ドコモの「空間インターフェース」技術を活用し、岩手大学と連携して津波の発生する仕組みを学習可能に～ 

 

岩手県釜石市（以下、釜石市）、国立大学法人岩手大学（以下、岩手大学）、株式会社ＮＴＴドコモ（以

下、ドコモ）は、岩手県釜石市鵜住居地区に釜石市の震災の教訓伝承と防災学習の拠点として２０１９

年３月２３日（土）に開館する「いのちをつなぐ未来館※１」に、「津波の仕組み学習システム」を展示いた

します。 

  

 本展示は、子どもたちが津波の仕組みを体験的に学習し、津波への理解と防災意識を高めたいとい

う釜石市の思いのもと、ドコモの特許技術である「空間インターフェース※２」技術を活用し、岩手大学地

域防災研究センターと連携することで制作したものです※３。本展示を通じて、津波の発生する仕組みに

ついて興味をもっていただき、理解を深めていただくことを目的としております。 

 

具体的な展示内容は、体験者が目の前のディスプレイに表示されている地形のＣＧに向かって手を

動かすことにより、ディスプレイ上の地形を変化させたり、水面などのＣＧに向かって触れる動作をする

ことにより、実際に自分で波を発生させたりすることができるなど、津波が発生する仕組みについて身

体を動かしながら理解することができる学習型コンテンツです。 

 

三者は、本展示を体験いただいた方へのヒアリングやアンケートなどを実施することにより、「体験者

が身体を動かしながら学ぶことで学習意欲や効果が高まるか」という点について検証し、今後の防災・

減災教育に関するソリューションの実現可能性を検討していく予定です。また、空間インターフェース技

術を用いた体験型学習教材や、展示型ソリューションの可能性についても検証いたします。 

 

 今後も三者は、防災・減災教育のさらなる充実に向けて、新たな学習型コンテンツ開発に取り組んで

まいります。 

 

 
※１ 「いのちをつなぐ未来館」は、震災の出来事や教訓を後世に伝える、子どもを主な対象とした防災学習施設です。 

※２ 「空間インターフェース」は、現実の手や、手に持った物と、画面に表示されたＣＧオブジェクトが接触した際のＣＧオブジ

ェクトの動きを計算する技術です。 

※３ 本取り組みは、ドコモと岩手大学が２０１８年７月に締結した「国立大学法人岩手大学と株式会社ＮＴＴドコモとの連携と協

力に関する協定」における各種ＩＣＴ技術を活用した研究や技術開発の一環です。 

 

  

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

釜石市総務企画部総合政策課

震災検証室 

ＴＥＬ：０１９３－２７－８４１３ 

ＦＡＸ：０１９３－２２－２６８６ 

国立大学法人岩手大学 

地域防災研究センター 

ＴＥＬ：０１９－６２１－６４４８ 

ＦＡＸ：０１９－６２１－６４４８ 

株式会社ＮＴＴドコモ 広報部 

大和田・吉松 

ＴＥＬ：０３－５１５６－１３６６ 

ＦＡＸ：０３－５５０１－３４０８ 



 

展示概要 
 

１．空間インターフェース技術を活用した「津波の仕組み学習システム」概要 

津波が発生する仕組みを体験者が身体を動かしながら理解することができる学習型コンテンツです。 

体験者の手や、手に持った物と、ディスプレイに表示されたＣＧオブジェクトが接触した際のＣＧオブジェ

クトの動きを計算する技術である「空間インターフェース」技術を、水槽をイメージしたＣＧの中で「地形を

作るシーン」、「水槽へ注入される水を触るシーン」、「板を押して津波を発生させるシーン」に活用し、津

波が発生する仕組みを学習できます。 

本展示では、ＣＧコンテンツをプロジェクターに投影するため、体験者だけでなく、他の来館者の方にもＣ

Ｇコンテンツの動きをお楽しみいただけます。 

 

＜学習システムイメージ＞                      ＜展示イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下ＵＲＬから本展示に関するイメージ動画をご覧いただけます。 

  http://rainbow.nttdocomo.co.jp/action/detail/173 
 

※空間インターフェース技術を用いて発生させる津波の挙動計算については、「国立研究開発法人海 

上・港湾・航空技術研究所港湾空港技術研究所」が監修しました。 

 

２．展示期間 

２０１９年３月２３日（土）～２０２０年３月２２日（日） 

※上記期間後も、適宜展示内容をバージョンアップしながら展示を継続する予定です。 

 

３．展示場所 

「いのちをつなぐ未来館」 

（岩手県釜石市鵜住居町第１６地割７２番地１） 

   

４．本展示における各者の役割 

 

 

 

 

 

 

 

名称 役割 

ドコモ 空間インターフェース技術の提供、展示システムの企画・開発 

釜石市 展示施設運営・提供 

岩手大学 

地域防災研究センター 

「いのちをつなぐ未来館」展示監修、協力 

防災教育の観点からの展示監修 

別紙 

 



 

施設の概要 
 
■概要 

名称 いのちをつなぐ未来館 

設置目的 東日本大震災の経験、記憶及び教訓を後世に伝え、防災学習を地域と 

ともに継承及び発展させる拠点 

担当部局 釜石市総務企画部総合政策課震災検証室 

建物構造 木造平屋 

延床面積 ３３４．５４㎡ 

開館日 平成３１年３月２３日（土） 

施設内容 展示室、防災学習室、資料閲覧室、事務室 等 

 

  ■外観イメージ 

 
 

参考 

 


